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	背景
	DNA損傷応答チェックポイントおよびMYCプロトオンコジーンの安定化に関与する脱ユビキチン化酵素。CLSPNなどのDNA損傷経路のタンパク質を特異的に脱ユビキチン化することで、DNA損傷誘導性アポトーシスに関与する。DNA損傷応答チェックポイントおよびMYCプロトオンコジーンの安定化に関与する脱ユビキチン化酵素。CLSPNなどのDNA損傷経路のタンパク質を特異的に脱ユビキチン化することで、DNA損傷誘導性アポトーシスに関与する。また、CLSPNを脱ユビキチン化し、後期促進複合体/サイクロソーム（APC/C）による分解を阻害することで、G2 DNA損傷チェックポイントにも関与する。一方、PLK1は脱ユビキチン化しない。核質中のMYCを特異的に脱ユビキチン化し、プロテアソームによるMYCの分解を阻害します。核質中のFBXW7アイソフォーム1（FBW7alpha）と特異的に相互作用し、SCF（FBW7）複合体によるMYCのユビキチン化を阻害します。一方、核小体中のFBXW7アイソフォーム4（FBW7gamma）とは相互作用しないため、MYCの分解は可能であり、核小体におけるMYCの選択的分解を説明しています。ZNF304を脱ユビキチン化し、プロテアソームによるZNF304の分解を阻害し、大腸癌（CRC）細胞のサブセットにおいて、活性化KRASプロモーターの高メチル化と腫瘍抑制遺伝子（TSG）の転写サイレンシングを引き起こします（PubMed:24623306）。
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	SW480 細胞溶解物中の USP28 発現のウェスタン ブロット分析。

